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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期
第３四半期
累計期間

第45期
第３四半期
累計期間

第44期

会計期間
自平成24年７月１日
至平成25年３月31日

自平成25年７月１日
至平成26年３月31日

自平成24年７月１日
至平成25年６月30日

売上高（千円） 16,522,877 19,673,011 22,578,760

経常利益（千円） 1,616,362 1,595,429 1,998,288

四半期（当期）純利益（千円） 901,903 943,130 1,081,605

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 1,194,183 2,693,584 1,203,662

発行済株式総数（株） 4,964,282 5,987,382 4,979,582

純資産額（千円） 5,566,216 9,518,506 5,761,675

総資産額（千円） 11,851,332 16,888,251 12,467,746

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
182.03 175.64 218.14

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
180.82 174.62 216.52

１株当たり配当額（円） 12 15 27

自己資本比率（％） 46.8 56.3 46.1

　

回次
第44期
第３四半期
会計期間

第45期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成25年１月１日
至平成25年３月31日

自平成26年１月１日
至平成26年３月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 79.17 53.49

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による金融政策等を背景に緩やかな景気回復の兆しが見ら

れ、平成26年４月の消費税増税に伴う駆け込み需要により個人消費は増加傾向で推移したものの、増税後の消費マ

インドの減退懸念や原材料価格等の上昇、海外景気に対する不安が懸念されるなど、先行き不透明な状況が続いて

おります。

外食業界におきましては、一部に景気回復の兆しはあるものの、原材料価格やエネルギー価格の上昇によりコス

ト面での負担が増すなど、引き続き経営環境は厳しい状況が続いております。

このような環境の中で当社は、経営理念「Smile＆Sexy」のもと、経営目標である「お客様の心のリラックス」

を実現するために、以下の２つの項目の底上げを行って参りました。

　①お客様が持つ期待感の遥か上をいく「付加価値」を常に創造するために業態開発、業態改善を絶え間なく続け

る「開発力」

　②ホスピタリティ溢れ、お客様のニーズを先読みして行動できるプロフェッショナル性が高く、個性を発揮でき

る「人財力」

　その上で、成長力のある業態を中心とした新規出店を推し進めるとともに、既存顧客の満足度向上や新たな顧客

創造のために、各業態における既存店舗の品質・サービスレベルの向上、新メニュー開発、積極的な販売促進活動

などの施策に取り組み、各ブランドの確立に努めて参りました。

　また、当社は「焼肉きんぐ」及び「寿司・しゃぶしゃぶ食べ放題ゆず庵」を中心とした新規出店のための設備資

金に充当することを目的に、平成25年12月16日を払込期日とする公募増資を実施いたしました。今後の持続的な成

長の実現を目指すとともに財務体質の一層の強化を図り、強固な経営基盤の確立を目指して参ります。

　店舗展開につきましては、直営店において15店舗の新規出店と２店舗の閉店を、フランチャイズ店において12店

舗の新規出店と２店舗の閉店を実施いたしました。これにより、当第３四半期会計期間末におけるチェーン全体の

店舗数は283店舗（直営店136店舗、フランチャイズ店147店舗）となりました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高19,673,011千円（前年同期比19.0％増）、営業利益

1,546,710千円（前年同期比1.4％増）、経常利益1,595,429千円（前年同期比1.2％減）、四半期純利益943,130千

円（前年同期比4.5％増）となりました。

　当第３四半期累計期間におけるセグメント別の概況については、当社の事業は単一セグメントでありますので、

その概況を部門別に示すと次のとおりであります。

　焼肉部門におきましては、９店舗の新規出店を実施し、売上高12,008,451千円（前年同期比23.9％増）となりま

した。

　ラーメン部門におきましては、１店舗の新規出店と１店舗の閉店を実施し、売上高3,083,712千円（前年同期比

6.4％増）となりました。

　お好み焼部門におきましては、１店舗の新規出店と１店舗の閉店を実施し、売上高1,488,626千円（前年同期比

4.6％減）となりました。

　専門店部門におきましては、４店舗の新規出店を実施し、売上高1,338,845千円（前年同期比66.5％増）となり

ました。

　フランチャイズ部門におきましては、焼肉業態で６店舗の新規出店を実施し、ラーメン業態で６店舗の新規出店

と１店舗の閉店を実施し、お好み焼業態で１店舗の閉店を実施しました。売上高については、加盟契約店舗数の増

加による売上ロイヤルティ収入及び製品売上等の増加により、1,753,375千円（前年同期比11.3％増）となりまし

た。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(3)研究開発活動
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　該当事項はありません。

　

(4)財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の総資産は16,888,251千円となり、前事業年度末と比較して4,420,504千円の増加とな

りました。これは主に公募増資により現金及び預金が増加したこと、設備投資により有形固定資産が増加したこと

等によるものであります。

　当第３四半期会計期間末の負債は7,369,744千円となり、前事業年度末と比較して663,673千円の増加となりまし

た。これは主に買掛金が増加したこと等によるものであります。

　当第３四半期会計期間末の純資産は9,518,506千円となり、前事業年度末と比較して3,756,830千円の増加となり

ました。これは主に公募増資により資本金及び資本剰余金が増加したこと、利益剰余金の増加によるものであり、

自己資本比率は56.3％となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

　    

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,987,382 5,987,682
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 5,987,382 5,987,682 ― ―

  （注） 「提出日現在発行数」欄には、平成26年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

        　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成26年１月１日～

　 平成26年３月31日

　（注）１　　

900 5,987,382 557 2,693,584 557 2,566,434

　　（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

　　　　　２．平成26年４月１日から平成26年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が300

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ、185千円増加しております。

　

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

　①【発行済株式】

 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　      700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,984,300               59,843 －

単元未満株式 普通株式       1,482 － －

発行済株式総数 　  　　　5,986,482 － －

総株主の議決権 －              59,843 －

 

　②【自己株式等】

 平成26年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

株式会社物語コーポレーション
愛知県豊橋市西岩田五丁

目７番地の11
700 － 700 0.01

計 － 700 － 700 0.01

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年１月１日から平成26

年３月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年７月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第３四半期会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,334,887 5,801,945

売掛金 355,017 467,457

商品及び製品 125,803 157,740

原材料及び貯蔵品 19,613 23,880

その他 387,676 435,364

貸倒引当金 △114 △143

流動資産合計 4,222,882 6,886,245

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,990,735 4,700,871

その他（純額） 1,644,298 2,213,877

有形固定資産合計 5,635,034 6,914,748

無形固定資産 69,321 74,750

投資その他の資産

差入保証金 1,791,021 1,920,127

その他 750,465 1,093,199

貸倒引当金 △978 △820

投資その他の資産合計 2,540,508 3,012,506

固定資産合計 8,244,864 10,002,005

資産合計 12,467,746 16,888,251

負債の部

流動負債

買掛金 716,282 1,120,998

未払法人税等 443,891 263,678

賞与引当金 － 110,685

株主優待引当金 17,269 35,851

その他 2,341,455 2,472,546

流動負債合計 3,518,899 4,003,759

固定負債

長期借入金 2,117,271 2,204,672

退職給付引当金 226,531 251,819

役員退職慰労引当金 196,020 206,980

資産除去債務 132,467 138,845

その他 514,881 563,668

固定負債合計 3,187,171 3,365,985

負債合計 6,706,070 7,369,744
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第３四半期会計期間
(平成26年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,203,662 2,693,584

資本剰余金 1,076,512 2,566,434

利益剰余金 3,470,994 4,249,657

自己株式 △954 △954

株主資本合計 5,750,214 9,508,721

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 728 942

評価・換算差額等合計 728 942

新株予約権 10,732 8,842

純資産合計 5,761,675 9,518,506

負債純資産合計 12,467,746 16,888,251
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高 16,522,877 19,673,011

売上原価 5,244,343 6,504,494

売上総利益 11,278,534 13,168,516

販売費及び一般管理費 9,753,834 11,621,806

営業利益 1,524,700 1,546,710

営業外収益

受取利息 13,216 15,782

受取配当金 54 71

協賛金収入 63,893 59,766

その他 57,335 32,658

営業外収益合計 134,499 108,278

営業外費用

支払利息 25,443 24,885

株式交付費 350 23,296

その他 17,042 11,377

営業外費用合計 42,836 59,560

経常利益 1,616,362 1,595,429

特別利益

収用補償金 4,116 －

特別利益合計 4,116 －

特別損失

固定資産除却損 11,906 4,471

減損損失
※1 58,478 －

店舗閉鎖損失 － 37,099

解約精算金 60,125 －

特別損失合計 130,510 41,571

税引前四半期純利益 1,489,968 1,553,857

法人税等 588,065 610,726

四半期純利益 901,903 943,130
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　　

　

（四半期貸借対照表関係）

　１　保証債務

　
前事業年度

（平成25年６月30日）
当第３四半期会計期間
（平成26年３月31日）

　加盟店の仕入先からの仕入債務の一部に

対する保証
323,533千円 380,135千円

　

　また、上記のほか加盟店１社

の事業用定期建物賃貸借契約に

対し、月額賃料1,000千円の債務

保証を行っております。

  なお、この事業用定期建物賃

貸借契約の残余期間は、10年

８ヶ月であります。　

　また、上記のほか加盟店１社

の事業用定期建物賃貸借契約に

対し、月額賃料1,000千円の債務

保証を行っております。

  なお、この事業用定期建物賃

貸借契約の残余期間は、９年

11ヶ月であります。　

　

　２　貸出コミットメント

　　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と貸出コミットメント契約を締結しております。これら

の契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　
前事業年度

（平成25年６月30日）
当第３四半期会計期間
（平成26年３月31日）

貸出コミットメントの総額 1,000,000千円 1,000,000千円

借入実行残高 － －

差引額 1,000,000 1,000,000

　

　なお、貸出コミットメント契約には、以下の財務制限条項が付されております。

(1)　各決算期の末日における純資産の部の金額が、直前の決算期の末日における貸借対照表の純資産の部の金

額又は平成23年６月期の末日における貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％を下回ら

ないこと。

(2)　各決算期の末日における損益計算書の経常損益につき、損失としないこと。

(3)　各中間期の末日における損益計算書の経常損益につき、損失としないこと。

　

EDINET提出書類

株式会社物語コーポレーション(E03528)

四半期報告書

11/15



（四半期損益計算書関係）

※１　減損損失

　前第３四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成25年３月31日）　

　　当第３四半期累計期間において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 金額（千円）　

北海道札幌市 店舗 建物等 　58,478

キャッシュフローを生み出す最小単位として店舗を基本単位としてグルーピングしております。

　収益性の低下している店舗における資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

として特別損失に計上いたしました。

　なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値により算定しております。　

　

　当第３四半期累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成26年３月31日）　

　　該当事項はありません。　

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に係

る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成24年７月１日
至 平成25年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成25年７月１日
至 平成26年３月31日）

減価償却費 520,259千円 592,275千円

　

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成25年３月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月27日

定時株主総会
普通株式 54,466 11 平成24年６月30日 平成24年９月28日 利益剰余金

平成25年２月８日

取締役会
普通株式 59,486 12 平成24年12月31日 平成25年３月11日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成26年３月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月25日

定時株主総会
普通株式 74,682 15 平成25年６月30日 平成25年９月26日 利益剰余金

平成26年２月７日

取締役会
普通株式 89,786 15 平成25年12月31日 平成26年３月10日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　当社は、平成25年12月16日を払込期日とする公募増資を実施いたしました。その結果、当第３四半期累計期間に

おいて、上記公募増資のほか、新株予約権の行使を含め、資本金が1,489,922千円、資本剰余金が1,489,922千円増

加し、当第３四半期会計期間末において資本金が2,693,584千円、資本剰余金が2,566,434千円となっております。

　 

EDINET提出書類

株式会社物語コーポレーション(E03528)

四半期報告書

12/15



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自平成24年７月１日　至平成25年３月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成25年

７月１日　至平成26年３月31日）

　当社は、飲食店事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。　

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成25年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 182円03銭 175円64銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 901,903 943,130

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 901,903 943,130

普通株式の期中平均株式数（株） 4,954,740 5,369,535

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 180円82銭 174円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 33,165 31,503

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前事業年度末から重要な変動があった

ものの概要

― ―

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

　

　

２【その他】

平成26年２月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………89,786千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年３月10日

（注） 平成25年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

    平成26年５月８日

株式会社物語コーポレーション     

　取　締　役　会　御　中     

  
有限責任監査法人　トーマ
ツ　

  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　井　夏　樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内　山　隆　夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社物語コーポレーションの平成25年７月１日から平成26年６月30日までの第45期事業年度の第

３四半期会計期間（平成26年１月１日から平成26年３月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年

７月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損

益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して

四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社物語コーポレーションの平成26年

３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

半　　　　　　　　　　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。　　

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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